
株主のみなさまへ

連結業績ハイライト

　株主のみなさまには、平素より格別のご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　ここに、第50期事業年度における中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月30日まで）の業績 
ならびに当社グループの事業の概況につきましてご報告申し上げます。

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用や所得環境の改善などにより、緩やかな回復基調が続いて
いるものの、世界経済は、米国の通商政策などの影響による企業収益の下押し、物価上昇の継続に伴う消費者
マインドの下振れなどから、先行きは依然として不透明な状況で推移しました。
　また、当社グループの主要マーケットである中国を中心としたアジア市場においても、貿易障壁の拡大を見
越した米国関税に備えた前倒し輸出の拡大が見られるものの、中国景気の低迷⻑期化や米中対立の深刻化を背
景に、企業の設備投資意欲の回復までには至っておらず、引き続き予断を許さない状況で推移しました。
　このような経営環境のなか、当中間連結会計期間における当社グループの売上高は、前年同期と比べ２億
81百万円（6.0％）減収の44億32百万円となり、営業利益は１億92百万円（43.6％）減の２億49百万円、経
常利益は１億9 百万円（24.3％）減の３億41百万円、親会社株主に帰属する中間純利益は１億２百万円（29.4％） 
減の２億47百万円となりました。
　なお、当社は、2025年５月14日開催の当社取締役会において、米国の投資運用会社グループであり当社の
大株主でもあるDalton Investments, Inc.、Nippon Active Value Fund Plc.及びNAVF Select LLC.を代表するRising Sun Management Ltd.（以
下、ＲＳＭ）と業務提携契約（以下、本契約）を締結することについて決議し、同日付で本契約を締結しました。
　本契約は、ＲＳＭからの取締役の派遣を通じて、Ｍ＆Ａのソーシング、バリュエーション、ネゴシエーション及びエグゼキューションその他Ｍ＆
Ａに関する戦略立案・実行支援、Ｍ＆Ａを通じた当社事業ポートフォリオの拡大、バランスシートの有効活用、当社の100％出資による子会社の設
立及び当該会社における投資支援業務をはじめとする当社の企業価値向上に資する施策を推進することにより、当社の持続的な成⻑を実現すること
を目的としております。
　ＲＳＭは、当社に派遣する業務執行取締役を通じて当社の経営にハンズオンで参画し、当社は、ＲＳＭによる直接の経営参画による支援を受けつ
つ、Ｍ＆Ａを通じた新規事業の創出と事業ポートフォリオの拡大に取り組んでまいります。

　株主のみなさまにおかれましては、今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
� 2025年11月

代表取締役社長�佐藤 良久
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セグメントの概況

役員会社概要

株主メモ

商号 ヘリオス テクノ ホールディング株式会社
Helios Techno Holding Co.,Ltd.

本社 東京都中央区日本橋馬喰町1-11-10　Daiwa⽇本橋⾺喰町Ⅱ 8F
設立 1976年10月
資本金 2,133百万円
ホームページ https://www.heliostec-hd.co.jp
グループ会社 フェニックス電機株式会社　株式会社ルクス　株式会社テクノ工房

ナカンテクノ株式会社　株式会社リードテック
ヘリオス テクノ インベストメンツ株式会社

代表取締役社長 佐藤 良久
取締役 秋葉  泰
取締役 西田 真澄
取締役 水落 一隆
取締役 名倉 啓太
取締役 木下 玲子
常勤監査役 鬼塚 達哉
監査役 鈴木 智子
監査役 ⽊内  敬

事業年度 ４月１日から翌年の３月31日まで
定時株主総会 毎年６月下旬
単元株式数 100株
基準日 定時株主総会 ３月31日

期末配当 ３月31日
中間配当 ９月30日（中間配当を行う場合）

株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事務取扱場所

大阪市中央区北浜四丁目５番33号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

郵便物送付先 〒168－0063
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

電話照会先 電話 0120－782－031（フリーダイヤル）
受付時間 9：00～17：00（土日休日及び12/31～
1/3を除く）

インターネット
ホームページURL https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/

● �住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社等に口座がないため特別口座が開設されました株主様
は、特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申
出ください。

● �未払配当金の支払について
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

ランプ事業
ランプ事業につきましては、産業用ランプの主力製品である

露光装置用光源ユニット用ランプにおいて、引き続き計画を上回
る需要があったこと等により、前年同期と比し実績は増収増益
となりました。

以上の結果、当中間連結会計期間において、ランプ事業の売
上高は前年同期比47.7％増収の12億62百万円、セグメント利益
は、１億99百万円（前年同期はセグメント損失５百万円）となり
ました。

売上構成比率
■ 売上高� （単位 : 百万円）

28.4％

売上高 1,262百万円

製造装置事業
製造装置事業につきましては、当社グループの主力製品で

ある配向膜印刷装置の一部検収が第３四半期連結会計期間以
降に後倒しとなったものの、概ね順調に推移しました。なお、
当連結会計年度においては、配向膜印刷装置等の主力製品の
出荷・検収が第３四半期連結会計期間以降に集中する見込み
となっており、露光装置用光源ユニットは前年同期に出荷・
検収が集中していたことから前年同期と比し実績は減収減益
となりました。

以上の結果、当中間連結会計期間において、製造装置事業
の売上高は前年同期比18.1％減収の31億85百万円、セグメ
ント利益は、前年同期比58.2%減の３億38百万円となりま
した。

■ 売上高� （単位 : 百万円）

売上構成比率
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売上高 3,185百万円
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環境にやさしい植
物油インキ（ベジ
タブルインキ）を
使用しています。

見やすいユニ
バーサルデザイ
ンフォントを採
用しています。

（2025年9月30日現在）（2025年9月30日現在）
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